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　遊びの中でお年寄りを�ワクワクさせるものの一つ�に創作�

活動があります。今日，�デイサー�ビ�スセンターや老人ホー�

ムなどで，さまざまな素�材を使った手作り活動はよ�く見か�

けるものになってきま�し�た。但�し�，プログラムを与えられ，�

やらせられる手作りなの�か，目的を持って進んで作�り上げ�

ていく手作りなのかには�大きな違いがあります。�

　都内のあるデイサービ�スセンターは，近所の保育�園との�

交流がきっかけで，お年�寄りが「でんでん太鼓」作�りに取�

り組んでいま�し�た。毎年４月に新�し�く入園する０歳児保育�

の子どもたちに，でんで�ん太鼓をプ�レ�ゼン�ト�し�ているので�

す。１年間にたまる事務�室のセロハンテープの芯に�割りば�

し�を差�し�込んで，和紙や千代紙でデコ�レ�ーション�し�，ワイ�

シャツのボタンで音をさ�せるものです。保育園側が�当初は�

民芸品店で購入�し�てきたものと勘違い�し�たほどの出来栄え�

で�し�た。�

　生命の輝きでまぶ�し�いほどの赤ちゃんたち�が，でんでん�

太鼓で楽�し�んでいる光景は，お年寄り�たちに作ることの楽�

し�みと，役に立つことの手ごた�えを感�じ�させま�し�た。�

　私�た�ち�高�齢�者�ア�ク�テ�ィ�ビ�テ�ィ�開�発�セ�ン�タ�ー�は�高�齢�者�の�

QOL＊�を�高�め�る�た�め�に，�「衣�食�住」に�加�え「遊�び�文�化」と�

「睡眠文化」を幅広く捉�えた専門家「アクティビテ�ィディ�

レ�クター」�を全国に500人以上誕生させ�ま�し�た。これら専門�

家の底上げを図るために�は，�「衣食住」�を中心と�し�た教科に�

は大きな期待を寄せざる�を得ません。�

　一人一人のお年寄りに�は，必ず輝いているものが�あるは�

ずです。そのような光を�キャッチ�し�て引き出�し�てあげるこ�

とが，現場の大切な仕事�です。それを新�し�い時代に羽ばた�

かせるためには，家庭科�とアクティ�ビ�ティケアの文化協働�

が肝要になってくるので�はないで�し�ょうか。�

　�

＊�QOL：クオリティー�‐�オブ�‐�ライフ。�

「生活の質，生命の質」�と訳される概念。�

　人はみな，自分ら�し�い幸せを求めて生きてい�ます。その�

ためには，�「身体」�と�「�心」�の健康が生活をする上で大�切に�

なってくるのです。栄養�バランスのとれた食事が身体�の健�

康に大切なように，心の�健康は芸術文化と遊び文化が�生活�

の上に充分に保たれてい�なくてはなりません。�

　こう�し�た文化が生活の中で不�足すると，心の栄養失調と�

なり，人は生きる力を低�下させ，煌めき，輝く人生を�失速�

させます。芸術や遊びは�人々にとって，まさに食事と�同�じ�

くらい大切で，日常的な�ものです。そのように考えれ�ば，�

年齢やハンディキャップ�のいかんを問わず文化の栄養�補給�

は必要です。さまざまな�文化と仲良く付き合うことで�，自�

己実現を果たす生き方を�求めることが，誰にでも等�し�く保�

障されていなくてはなら�ないのです。�

　福祉が生活文化である�ならば，福祉は，こう�し�た生き方�

を目指す人々へのサポー�ト�と考えていきたいと思って�いま�

す。従来の介護を中心と�する手を差�し�伸べる福祉から，共�

に文化を創り出す福祉を�も加えた，新たなる転換を必�要と�

思い，そのエッセンスを�子ども期から教育�し�ようと思うと，�

家庭科�し�かないと思っています�。家庭科は福祉を暮ら�し�化�

し�，福祉文化を構築�し�ていくものと強く期待�し�たいところ�

です。�

　一般的に「摂食」�「排せつ」�「入浴」が三大介護とい�われ�

ています。暮ら�し�の香りがまったくない言葉自�体も問題で�

すが，自己実現を果たす�ための必要十分条件とはいえ�ませ�

ん。これは生きていくた�めに必要な，いわば身体のケ�アで，�

栄養バランスのとれた食�事が体の健康のために必要な�よう�

に，人生を楽�し�むためには“心の栄養”�補給，心のケアも�

必要なのです。この心の�ケアをするためには，三大介�護で�

は足りないことは言うま�でもありません。三大介護に�続き，�

四つ目が芸術文化，五つ�目は遊び文化，そ�し�て最後に自然�

文�化�ま�で�も�加�え�る�必�要�が�あ�り�ま�す�。�こ�う�し�た�六�大�介�護�を�目�

指す施設も徐々に増えて�きていますが，まだまだ，ゆ�とり�

がなく三大介護に手一杯�な施設も決�し�て少なくありません。�

タダ　チヒロ�
　1961年東京都生まれ。�高齢者アクティビティ開発セ�ンター，�東京おもちゃ美術館館長，�早稲田大学，�お茶の水女子大学講師。�乳幼児から高齢者までの遊び�・芸術によるアクティビティケア�及び�
世代間交流の実践・研究に取り組�む。また，青年海外協力隊訓練校�での10年間の�「コミュニケーション論」�の講義に対�し�て国際協力機構　�JICAより感謝状を受け，�『週刊ダイヤモン�ド�』�では�「日本�
の社会起業家30人」�の一人にも選出される。高齢者・�障がい者のQOLの向上を目指す「�アクティビティディ�レ�クター」�を全国に500名以上養成�し�ている。平成18年文部科学省中学家庭科学習指�
導要領の改善委員を務める。�
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アクティビティケアと
家庭科教育

多田千尋�
（高齢者アクティビティ開発センター）�

平成24年度完全実施，
新学習指導要領に対応した
開隆堂の新教科書。

いよいよ見本ができました。

平成24年度完全実施，
新学習指導要領に対応した
開隆堂の新教科書。

いよいよ見本ができました。

　今号は，新教科書に込めた“学び”の具体化についての特集です。�

　新教科書は，�

●効果的な体験学習や実験，事例等を豊富に取り入れています。�

●実践的な学習への多種多様な工夫を盛り込んでいます。�

　この新教科書とともに，学習指導書をはじめ，授業をサポートする�

デジタル教科書版，技・家ノート，技・家ハンドブック等の�

サービスを充実させていきます。�
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【教科書作りのポイン�ト�】�

　教科書は教師にとっても生徒にとっても最も頼りに�

なる教材です。教科書以外に独自に教材を準備する教�

師も多いのですが，指導内容の基本は教科書で押さえ�

ています。一方，生徒にとって教科書は，学習内容の�

確認や予習，復習の最大のよりどころです。�

　そこで新教科書作りでは，生徒がわくわく�し�て手に�

取ってみたくなり，また一人でも取り組めるように，�

学びの具体が見える紙面作りを心がけま�し�た。�

　なお，領域の並びは学習指導要領と同様に�し�てあり�

ます。家庭科の学習に誘う導入に続いて，�「Ｂ　�食生活�

と自立」を取り上げる教師が多いと思いますが，教師�

によっては「Ｃ　�衣生活・住生活と自立」のうち「�（2）�

　�住居の機能と住まい方」�から入られる方，�「Ｄ　�消費生�

活と環境」から入られる方など，いろいろで�し�ょう。�

教師が自由に指導計画を作成�し�やすいように，領域は�

パーツ化�し�ています。�その一つと�し�て，�「Ｃ　�衣生活・住�

生活の自立」�も�「１自分ら�し�く着る・快適に着る」�「２快�

適に住まう」�「３生活を豊かにする物をつくる」�の３つ�

の小単元に分けて示�し�ま�し�た。地域の実態や学習環境，�

あるいは生徒の実態にそって，それぞれの教師の独自�

の豊かな指導計画を立てて頂きたいと思っています。�

オオタケ　ミ�ド�リ�
現在，東京学芸大学副学長・教授，日本家政学会会長。�
東京学芸大学附属小金井小学校校長，�日本家庭科教育学会副会長，�小�
金井市食育推進会議議長等を歴任。�
共著�「�ジェンダーの生活経済論」�ミネルヴァ書房�（2000）�，共著�「�新�
し�い題材・指導事例集　家庭分野」�開隆堂出版�（2008）�，共著�「�家庭�
科の本質がわかる授業②生活を見つめる　衣生活と消費・環境」�日本�
標準�（2010）�

【学びの展開が見えてくる教科書】�

　新教科書では，学びの具体的な展開が見えてくる紙�

面作りを心がけま�し�た。�

　例えば，�「幼児とのふれ合い体験」�学習では，近隣の�

受け入れ体制の問題などで，なかなか思うような実習�

が展開できない学校も多いようです。新教科書では，�

ふれ合い体験と�し�て４つの方法を提示�し�，多様な学習�

環境に合わせたふれ合い体験が展開できるような例示�

を提案�し�ています。�

　�

　�

　�

　�

　�

　�

　�

　�

　�

　�

　�

　また，調理実習では，教科書を見ながら生徒が自力�

でも調理できるように，手順を写真入りで提示�し�てい�

ます。これは学校での実習を自宅でも作ってみるのに�

役立ちます。また，時間が無くてできなかった実習で�

も，生徒が一人でも取り組めるようになっています。�

　さらに肉，魚，野菜ごとに，日本全国の特産を地図�

上で示�し�ており，その地域でとれる食材を使った食生�

活の学習を展開�し�やすくなっています。�

【具体と結びつけた学び】�

　家庭科は実践的な学びが多いのですが，領域によっ�

ては抽象的な概念を学ぶことも必要です。�し�か�し�そう�

し�た学びでも，実際の生活に活用できる実践性が求め�

られます。そのために，抽象的な概念を具体と結びつ�

けた学習展開を示�し�ま�し�た。�

　例えば「食品に含まれる成分を，目で見て確かめよ�

う！」という発展ページを設け，抽象的な栄養素を具�

体の学びにつなげています。�

　また，とかく８つの権利と５つの責任を覚える学習�

で終わって�し�まう「消費者の権利と責任」も，身近な�

事例を取り上げ，日常の生活の中での活動と結びつけ�

て示�し�ています。�

　�

　�

　�

　�

　�

　�

　�

　�

　�

【実物大の写真の掲示】�

　家庭科では授業で具体物を持ち込んで学習を展開す�

ることが多くあり，このことにより，生徒に親�し�みや�

すい教科となっています。これは家庭科の強みである�

とも考えます。新教科書でもそれを表現�し�たいと考え，�

手形と足形の実物大写真，食品の実物大写真を掲載�し�

ま�し�た�（本誌p.６参照）�。�
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　いよいよ大人の仲間入�りの入り口に入った中学生で�す。�

生活的自立のための知識�や技術を身につけるようはげ�ま�し�

たいと思います。加えて�精神的自立も思春期の重要な�課題�

　授業びらきは各自が小�学校の学習を紹介�し�あったり，数�

多くの頁の導入課題は，�クラスメイ�ト�間の討論が多々提起�

新教科書の各内容の特徴�
―生徒�を�はげ�ま�し�，�授業が流れてい�る�教科書―�

です。自立と「共生」と�の関�

係は？　少�し�，難�し�いことも�

考えさせながら，自立す�るこ�

とに誇りをもって取り組�める�

ように編集�し�ています。�

　多くの頁は以下のよう�に構成されています。�

　めあて→生徒の身近な�生活を題材に�し�た導入課題→課題�

に応�じ�た本文・資料等→頁によ�ってはさらなる小課題・振�

り返り・学習のまとめ。�

　生徒が一人で読んでも�わかり教師が授業でそのまま�使用�

できる問題解決学習が流�れています。�

　�

　学校で家庭科を取り立�てて学ぶ理由は，�「なぜそうするの�

か�」�の�科�学�が�わ�か�っ�た�り�，�身�近�で�気�づ�か�な�い�こ�と�を�伝�統�文�化�

や�国�際�的�な�視�点�か�ら�眺�め�，�生�活�の�仕�方�を�振�り�返�る�こ�と�が�で�き�

る�た�め�で�す�。�こ�の�視�点�か�ら�豊�か�な�資�料�を�使�用�し�て�い�ま�す�。�

　家庭は日々の生活の拠り�どころであり，身を守り，�休息�

し�，また，明日活動する力�を蓄える場所です。そのた�めに�

は，衣食住の生活を支える�活動が行われるとともに，�一緒�

に暮らす人びとの関係が精�神的に安らぐ関係であるこ�とや，�

経済生活が安定�し�ていることなど，安全�で安心感に満ちた�

環境が整えられる必要があ�ります。また，家庭につな�がる�

地域の人びとが相互に協力�し�地域の活動を支えるとと�もに，�

社会全体が安全で安定�し�ていることも大切な条�件です。�

　新教科書では，このよう�な�家庭生活と地域，�社会とのつ�

ながりを重視�し�，それを考えながら学習�できる構成に�し�ま�

し�た。�

されたり�し�てい�

ます。�

　コミュニケー�

ション能力を培�

い，それを通�し�

た仲間づくりが�

縷々展開されて�

います。�

　そ�し�て，家族の関�

係が精神的に安らぐ�

関係になるための学�

びと�し�て，ロールプ�

レ�イング�（役割演技）�

を取り上げま�し�た。�

　家族といえども，それぞ�れ個性をもった個人の集ま�りで�

す。家族というまとまりで�生活するときには，違いを�認め�

ながら相互に尊重�し�，相互の気持ちを調整�し�あうことが重�

要です。ロールプ�レ�イングで，違う人の立場を�想像�し�て演�

じ�ることによって，相手や�自分の気持ちを理解�し�，人間関�

係の背景や解決方法を考え�ることができます。手順例�とと�

もに設定例も示�し�，取り組みやすく�し�ま�し�た。�

　また，中学生がこれから�の自分のことや家族とのか�かわ�

りを考える学習では，家族�の多様な形態への理解を深�めら�

れるように工夫�し�ま�し�た。現在の家族が多様で�あるととも�

に，私たち自身もさまざま�な家族を経験�し�，これからも経�

験する可能性があります。�そのことに気づくように，�家族�

にかかわる出来事を取り上�げてみま�し�た。離れて暮ら�し�て�

いた祖父母との同居，親の�再婚による新�し�い家族との出会�

いや，親の離婚や家族の死�による家族との別れなど，�自分�

の選択である場合もありま�すが，自分の意思にかかわ�らず�

経験することも数多くあり�ます。家族相互の関係は常�に変�

化するとともに，家族その�ものが変化の可能性をもっ�た存�

在であることに気づくこと�ができるように�し�ま�し�た。�

　さらに，男女共同参画社�会基本法，育児・介護休業�法，�

子どもの権利条約などの法�律や条約を取り上げ，現在�の家�

族�・�家�庭�に�か�か�わ�る�社�会�の�理�念�に�つ�い�て�の�学�習�を�行�え�る�よ�

うに�し�ています。�

「自立」�す�る�喜び�と�誇�り�を�体得�で�き�る�

鶴田　�敦子　�（聖心女子大学教授�）�

家庭生活�の�基盤�を�考�え�る�学び�を�

久保 桂子　�（千葉大学教授）�

ふ�れ�合�い�体験�を�充実�し�た�保育学習�に�つ�な�げ�る�た�め�に�

友定 啓子　�（山口大学教授）�　　�倉持 清美　�（東京学芸大学准教�授）�

　幼児とふれ合うことの�少ない生徒が，幼児に関心を�もつ�

ことができるように，導�入課題を設定�し�ています。自分た�

ちの過去を振り返ったり�，似たような体験を�し�たり�し�て，�

中学生が自分の具体的な�体験を通�し�て幼児にアプローチ�し�

ていけるように�し�ています。また，逆に幼児に�ついて知っ�

たり考えたりすることが�，�生徒が自己を見つめ�ることにつ�

ながる�ように配慮�し�ています。�

　また，考えたり感じた�りすることと同時に，幼児の�発達�

や家族の役割について，�知識や理解の点で押さえてお�くべ�

きことははっきり示すこ�とに留意�し�ま�し�た。メリハリのあ�

るページ構成です。�

　�

　新学習指導要領では，�「家族・家庭と子ども�の成長」�が重�

視されていることを踏ま�え，配列も家族領域との関連�をも�

たせています。また同時�に，保育の中では幼児とのふ�れ合�

い体験が大きな比重を�し�めるようになってきま�し�たので，�

幼児の成長にかかわる学�習が，後のふれ合い体験に生�きる�

ように，例えば子どもの�成長と地域との関連をていね�いに�

取り上げるなど�し�ています。�

　�

　おもちゃなどの製作活�動を，幼児に関する理論的な�学習�

とふれ合いなどの体験学�習をつなぐものと�し�て位置づけて�

います。この製作活動を�通�し�て，生徒が幼児の発達の�特性�

に気づいていけるように�，教材の配列も発達を考慮�し�たも�

のになっています。個人�差を考慮�し�ながらも，幼児の発達�

について具体的に考えて�いく力が重要だからです。�

　また，限られた時間数�の中でも製作が可能なように�，身�

近な素材を用い，中学生�と幼児が製作の過程も楽�し�めるよ�

うなものを中心に取り上�げています。見た目は単純に�見え�

家族・家庭と子�どもの成長�

ても，幼児の前に持っ�

て行ったときに生徒と�

幼児とのかかわりを引�

き出すことができるも�

のを重視�し�ま�し�た。そ�

れによって中学生が幼�

児の世界に触れること�

ができることを願って�

います。�

　幼児とふれ合うことによ�る学びを確実に�し�ていくために�

は，事前に課題をもってふ�れ合い体験に臨み，事後に体�験�

を振り返ることが大切にな�ります。�新教科書では，�「ふれ合�

い体験の前に」�「ふれ合い体験をす�る」�「ふれ合い体験を�振�

り返る」�と３つの場面に分け，学�びが深まるような工夫を�

し�ています。�

事前に，幼児の発達的な特�

徴と関連づけて幼児のさま�

ざまな思いの存在に気づか�

せておくことで，生徒はふ�

れ合いの中でそれを受けと�

めることができます。�

　�「�ふ�れ�合�い�体�験�の�

前に」では，生徒が�

課題をもちやすいよ�

うに例を示�し�たり，�

幼児とかかわること�

への生徒の不安を払�

拭するために，さま�

ざまな場面を想定�し�て，幼児の気持ちを代弁�し�ています。�

　�「ふれ合い体験を�する」�では，�「保育所や幼稚園�などに行�

ってみよう」�「幼児を学校に招待�し�よう」�「子育て支援セン�

ターや児童館へ行っ�てみよう」�と３つのパターンを示�し�，�

生徒が各々のふれ合い体験�でどんなことができるのかイ�メ�

ージがわきやすいように，�活動の具体例を豊富に挙げて�い�

ます。�

　また，ふれ合い体験に行�くのが困難な場合に，それに�代�

わる方法を例示�し�てあります。�

　�「ふれ合い体験を�ふり返る」�では，生徒の個人的な体験�を�

クラスで共有できるように�し�ています。�

　ふれ合い体験では，楽�し�いことばかりではなく，困っ�た�

こともあるで�し�ょう。そう�し�た経験を，幼児理解やかか�わ�

り方の工夫につなげられる�ように�し�ています。�

　生徒は，幼児のかわいら�し�さに触れ，幼児に対�し�て肯定�

的なイメージをもつように�なりますが，それと同時に幼�児�

なりにさまざまな思いをも�っていることに気がつきます�。�

　新教科書では，生徒が幼�児の気持ちを考えながら，か�か�

わり方を工夫できるような�紙面構成に�し�てあります。豊か�

なふれ合い体験・保育学習�となるように，ぜひご活用く�だ�

さい。�

自立�と�共生をめざ�し�て�

●クラスメイ�ト�間のコミュニケーション重視�

●問題解決学習と�し�ての授業が流れている�

●�「なぜ」がわかり，視野が広�がる�

●自分の体験を通�し�て幼児を知る�

●家族や地域との関連�

●幼児とのふれ合い体験�

●理論と実践をつなぐ製作学習�

日本・マリ共和国の家財道具（教科書前見返し）� おもちゃのピーちゃん（教科書p.44）�

幼児とのかかわり方を考えよう（教科書p.50）�
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　栄養素と食品のつなが�りはむずか�し�く，教師の一方的な�

話になりがちです。そこ�を何とかわかりやすく�し�たいと考�

え，食品に含まれる栄養�素の実験の写真を見開き２頁�に示�

し�ま�し�た。市販されているうが�い薬を使ったとても簡単な�

　中学校での食生活学習�では１日に必要な食品の概量�を知�

ることが重要な課題とな�っています。食品そのものを�見て�

ほ�し�いという思いから�実物大の写真�を載せ，大きさとその�

重量を示�し�ま�し�た。食品の概量把握に�役立ててほ�し�いと思�

っています。また，82頁�には１日の献立に使用�し�た食品を�

新教科書の各内容の特徴�

よいので�し�ょう。そこで考えられたのが�６つの食品群です。�

食品と栄養素の関係と�し�て，栄養素についての�説明と６つ�

の食品群とつないでいます�。６つの食品群の活用で簡�単に�

栄養バランスをとることが�できることを実感�し�てもらいた�

いと考えています。�

６群に分けて示�し�ています。これを�

利用�し�て１日分の献立作成を�し�てみ�

てください。栄養の学�習，食品の学�

習，調理の学習，献立�の学習，その�

たびにこの頁を活用�し�ていただきた�

いと思って作りま�し�た。繰り返�し�使�

ってください。�

　中学生の調理実習課題は�，肉，魚を用いて焼く，煮�ると�

いう調理法での調理，すな�わち主菜をつくり，いも，�野菜�

で副菜をつくることです。�その中で１尾の魚を用いた�調理�

学習は，魚という命をいた�だくという時間を伴い，魚�をさ�

ばくことで高度な調理技術�を習得�し�，達成感が得られ，教�

育力のある教材です。生徒�は真剣に魚に向き合い，た�くさ�

んのことを学びます。また�，調理実習のポイン�ト�になる火�

加減や時間を示�し�，おい�し�く作るコツがわかります。�

豊�か�な�食生活�を�つ�く�る�力�を�育�て�る� 石井 克枝　�（千葉大学教授）�　　�中村 恵子　�（福島大学准教授）�　　�野田 知子　�（帝京大学教授）�

て，�食品を見分ける目を養う�必要があります。�「食品の選択�

と保存」では，生鮮食品�の特徴と選び方，加工食品の�分類�

や表示・マークの見方，�加工食品の選び方について，�わか�

りやすく解説�し�ま�し�た。�

　また，食品添加物や食�品広告については，いくつか�の考�

え方を紹介�し�，生徒たちが話�し�合うきっかけを提供�し�てい�

ます。食品選択には，消�費者と�し�て何を大切にするかとい�

う考え方が反映されるこ�とが伝えられればと考えま�し�た。�

とかく教室内での授業に�なりがちな内容ですので，食�品の�

保存を考え市販品と比較�するきっかけと�し�て，�「りんごジャ�

ム�（発展）�」を載せています。�

　�

　�「�調�理�をし�よ�う」で�は，食�事�計�画，準�備，調�理，盛�り�つ�

け・配膳，試食，後かた�づけ，反省・評価に至るまで�を見�

開きページで示すととも�に，環境に配慮するポイン�ト�，食�

中毒に注意するポイン�ト�をわかりやすく示�し�ま�し�た。１本�

のきゅうりを使ったいろ�いろな切り方の例，和食と洋�食の�

配膳と盛りつけ写真，だ�し�の取り方や「おい�し�さ」に関す�

る実験ページもあります�。�

　�

　調理実習のページでは�，肉，魚，野菜の食材別料理�の他�

に，発展と�し�て「弁当をつくろう」を入�れま�し�た。写真を�

用いながら，献立の考え�方や弁当の詰め方を示すとと�もに，�

外で食べるお弁当や大人�の和風弁当などの例を挙げま�し�た。�

食育と�し�て「お弁当の日」を実�施�し�ている中学校も増えて�

いるようです。そんな際�にも活用できるページになっ�てい�

ます。また，�「お菓子をつくろう」�では，幼児のおやつにも�

使えるメニューが載せて�あります。�

食生活と自立�

　口絵も含めて，すべての�都道府県の郷土料理を掲載�し�て�

あります。まずは自分の地�域の郷土料理の例と�し�て何が載�

せてあるかな？　と探�し�て見ると良いで�し�ょう。写真や作�

り方や謂われ等を読んだり�情報交換をすることで，地域�の�

食材と食文化に興味がわい�てくるで�し�ょう。�

　また，環境に�

配慮�し�た食生活�

では，地産地消�

やフー�ド�マイ�レ�

　�「�毎�日�食�べ�る�朝�食�を�日�本�で�生�産�さ�れ�る�も�の�だ�け�で�つ�く�っ�

た場合」の朝食をイラス�ト�で表�し�ま�し�た。この図をもとに�

話�し�合ってみるとよいで�し�ょう。�

　�「�塩�少�々」「塩�ひ�と�つ�ま�み」，食�品�を�手�で�は�か�る「手�ば�

かり」の例を写真で示�し�，日常の調理で，はかり�がなくて�

も身体ではかることができ�るように提示�し�ま�し�た。まさに�

生活に結びついた提案です�。�

実験です。１つでも�

やってみると，生徒�

の目が輝きます。�食�

品に含まれている栄�

養素を実感�し�，栄養�

素と食品のつながり�

がわかる�ようになり�

ます。�

　それぞれの地方の気候風�土と歴史の中で多様な食文化�が�

受け継がれてきたことを「�小麦を使った各地の郷土料理�」�

「正月のお節」�「各地の雑煮の例」�等で具体的に理解できる�

ように工夫�し�ています。教科書の学びが�，地元の郷土料理�

や行事食についての学�

びのきっかけになり，�

行事食を生活に生かす�

ことができるように工�

夫されています。�

ージ，�バーチャル�・�ウォーターなどの指標�も取り上げていま�

す。�『世界がも�し�100人の村だったら　�たべもの編』�からの抜�

粋は，日々の食生活のあり�ようを深く考えさせてくれま�す。�

●栄養素を簡単な実験で見せます�

　何気なく食べている食事�が自分の体の健康�

に直結�し�ていることを実感�し�てほ�し�いと願い，�

コラムには生物学者の福岡�伸一さんに執筆い�

ただきま�し�た。体と食事との関係�を科学的に�

考えるきっかけに�し�てほ�し�いと思います。�

　栄養のバランスをとる�ために食品を組み合わせてと�るこ�

とが大切だといいますが�，数多くある食品をどう選ん�だら�

●食品の大きさと重さを実感�し�ます�

●6つの食品群の分�類と栄養素の関係�

　現在は食の安全・安心に�かかわる事件や事�

故を目にする機会が多くな�りま�し�た。安全な�

食品を正�し�く選ぶためには，賢い�消費者と�し�

●一尾の魚には教育力がありま�す�

●食事と体の関係を科学的にみ�てみよう�

●安全な食生活を送るために�

●実習�の�流�れ�を�実感�し�，調理�に�対�す�る�興味が�わ�き�ま�す�

●お弁当からお菓子づくりまで�

●地域の食材と郷土料理がわか�る多くの写真と例�

●地元�の�郷土料理�や�行事食�を�生活�に�生�か�す�き�っ�か�け�に�

●食生活を地域と世界へ目をむ�けて考える�

●具体的にわかる調理の基本―�身体ではかる�

………………………………………�…………………………………………�…………………………………………�

（教科書p.76・77）�

（教科書p.74・75）�

（教科書p.130・131）�

（教科書p.8・9）�

各地の雑煮の例（教科書p.137）�

（教科書p.132・133）�

いわしの手開きのしかた（教科書p.120）�

（教科書p.83～85　三つ折り）�
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　小学校では衣服の快適�な着方と手入れを学びます。�中学�

校ではこれに，�衣服を選択する視点�（社会生活上の着方，�既�

製服の購入）�がスパイラルに加わり，�衣生活全体を捉える段�

階になります。生活者と�し�ての自立の基礎を養うため�には�

生活をデザインするとい�う視点が欠かせません。�衣服のラ�

イフサイクル�（原料，�製造，�入手，�着用，�手入れ，�再利用，�

廃棄）�を意識�し�，�資源・環境とのかかわ�りや社会の問題にも�

関心をもち，衣生活を１�つの�ス�ト�ーリー�に組み立てて学ぶ�

ことができるように配慮�し�ています。�

　ひとの第一印象は数秒�で決まるともいわれ，衣服は�その�

重要な要素です。自分に�似合う色や着装を見つける実�習は�

生徒の関心も高い授業で�し�ょう。�衣服は他者や社会と�のコ�

ミュニケーション�ツールのひとつ�であることを認識するこ�

とが大切です。�

新教科書の各内容の特徴�

　新学習指導要領の住生活�に関する学習内容について�は，�

　文化や伝統，国際化の�

観点から，ゆかたの着方�

や武道着，世界の衣服を�

紹介�し�ています。衣生活�

文化への関心を高めて，�

生活の課題と実践�に発展�

させることができるよう�

に�し�ています。�

安全・快適�・豊�か�な�生活�を�つ�く�る� 生野 晴美　�（東京学芸大学教授）�　　�長澤 由喜子　�（岩手大学教授）�　　�高木 直　�（山形大学教授）�

　�「�快�適�に�住�ま�う�」�の�扉�（p.174・175）�に�は�，�９�枚�の�さ�ま�ざ�ま�な�

衣生活・住生活と�自立�

　�「生活を豊かにするもの」�は一人ひとり異なりますので�そ�

れらの製作に個別対応する�のはとても大変です。新教科�書�

では，比較的短時間で製作�できる小物をたくさん掲載�し�，�

簡単でありながらも基本の�縫い方が学べるように配慮さ�れ�

ています。特に，どのよう�な物を製作する場合にも必要�な�

縫�製�の�基�礎�的�技�術�を�p.191～�195に�ま�と�め�て�掲�載�し�て�あ�り�

ますので，活用�し�やすくなっています。�

他の�デザ�イン�にア�レ�ンジ�する�場合�も�p.191～195の基�本的�事�

項を押さえていれば応用で�きるようになっています。経�験�

の浅い先生であっても�教科書だけで十分�に指導できる�よう�

になっています。�

　この他，環境問題やノー�マライゼーションの視点で衣�生�

活を見直�し�，リメイクの技術を身�に付けることによって総�

　現代の生活は多種多様�な物が溢れ，何でも手に入る�よう�

になっています。�し�か�し�，真の豊かさは物をたくさん�持つ�

こ�と�で�は�な�い�こ�と�に�気�づ�い�て�欲し�い�も�の�で�す。p.190に�は，�

「衣生活や住生活を豊か�にすること」についてたくさ�んの�

ヒン�ト�が挙げられており，考え�が深められるようになって�

います。グループでの話�し�合いに活用�し�たり，自分ら�し�い�

工夫ができるように課題�を見出すためにも活用できま�す。�

　簡単な衣服づくりの基�本�

が学べるように，ハーフ�パ�

ンツとベス�ト�を取り上げ，�

丁寧に説明�し�てあります。�

住まいの写真が�登場�し�ます�。�住ま�

いの外観は気候風土によって�異な�

ります�。�家の仕事に�よっても異な�

り�ま�す�。�こ�こ�で�注�目�し�た�い�の�は�「�住�

まいの�生活文�化�」�です�。�現�行版で�

　衣服の手入れでは失敗�例の写真を示�し�，素材の性質を踏�

まえた合理的な方法の必�要性を実感できるように�し�ていま�

す。汚れの性質と落ち方�，洗剤使用量と水質汚濁の関�係が�

わかる実験例も示�し�，�具体的な事象と�原理を結びつける工�

夫�を�し�ています。洗濯やアイロ�ンかけ，補修等のプロセス�

をなぜの観点から考えて�科学的に理解することが生活�実践�

に生きるのです。探求型の�

学びを工夫することによっ�

て，社会や科学技術の変化�

に対応�し�た�持続可能な社会�

のためのライフスタイ�ル�を�

目指�し�ています。�

小学校と中学校で重複�

する内容が整理され，�

中学校では�「安全な室�

内環境」�を重点的に扱�

う考え方が示されま�し�

た。そこで，新版では，�

住まいを「安全」�に整�

えることを通�し�て，�「安�

心」できる住まい�を実�

現できる力�を子どもた�

ちに付けたいと考えま�

し�た。家族の家庭内事�

故，自然災害，あるい�

は化学物質やカビ・ダ�

ニ，一酸化炭素などの�

室内空気汚染から家族�

を守るための「安全対�

策」が，基礎的・基本�

的な知識と�し�て取り上�

げられています。�し�か�し�，安全対策に万全はあ�りません。�

共に住まう家族や地域の人�々の協力や見守りによって�，安�

全策のほころびを埋めるこ�とができてこそ，誰にとっ�ても�

居心地がよく「安心」でき�る快適な住まいが実現�し�ます。�

住まい方の工夫には，周囲�の人々を巻き込んだほころ�びの�

繕い方を含みます。�「住まいのはたらき」�と�し�ての居心地の�

よさ�は，一人では手に入れられな�いことに気付かせるため�

の工夫が随所に組み込まれ�ています。�

合的かつ発展的に学�

習することができま�

す�（p.172）�。�また，�住�

まいと衣服は気候と�

関�連�が�深�く�（�p.202・�

203）�，総合的な学習�

に発展させることが�

できます。�

は�，�「�家�族�や�自�然�と�と�も�に�」�を�テ�ー�マ�と�し�ま�し�た�が�，�新�版�で�

は�，�家族や自然とともに生活を�営む過程で創り上げられ�た�

「�生�活�文�化�」�に�目�を�向�け�る�意�味�で�，�現�行�版�か�ら�の�バ�ー�ジ�ョ�ン�

アップが図ら�れています。�例え�

ば�，�「�住�ま�い�の�は�た�ら�き�」�に�お�け�

る�「�共�に�住�ま�う�」�で�は�，�「�床�の�間�

と�続�き�間�」�（p.179）�，�「�快�適�な�住�ま�

い�」�に�お�け�る�「�住�ま�い�と�音�」�で�は�

「�地�域�の�音�風�景�」�（p.187）�が�，�新�

たな視点をもつ参考資料�になっ�

て�い�ま�す�。�小�学�校�で�は�，�自�然�の�力�

を利用�し�た快適な住まい方の知�恵と�し�て，打ち水やスダ�レ�

なども取り上げます。中�学校では，さらに人々が集う�ため�

の空間の�し�くみや生活風景の豊かさに気�付き，それを継承�

することの必要を考え，�「世界の住まい」�（p.202・203）�に発�

展的につなぎたいもので�す。�思考力・判断力・�表現力等の�

活用する力を育む�ために，�生活の営みの�し�くみと�し�て「生�

活文化」の価値づ�け�を大切に�し�たいと考えま�し�た。�

●�衣服�の�ラ�イ�フ�サ�イ�ク�ル�を�意識�し�，�衣生活�の�ス�ト�ー�リ�ー�を�組�み�立�て�る�

●衣服�で�コ�ミ�ュ�ニ�ケ�ー�シ�ョ�ン�

●生活�を�科学�す�る�目�を�大切�に�

●住�ま�い�の�安全�と�安心�を�つ�な�ぐ� ●住�ま�い�の�生活文化�を�見直�す�

●�「生活を豊かにする」�ことを考える�

●さまざまな製作物に対応�

●基礎から応用へ�

……………………………………�…………………………………………�…………………………………………�

ゆかたの着方（教科書p.155）�

家の中での事故・ヒヤリハット（p.180）�

（教科書p.202・203）�

製作して，活用しよう（教科書p.196～201）�

（教科書p.174・175）�
洗濯方法によるセーターの�
縮み方の比較（教科書p.160）�
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　消費社会の進展に伴い�，中学生はさまざまな物資や�サー�

ビ�スに囲まれています。特にイ�ンターネッ�ト�や携帯電話な�

どの情報通信サービスが�身近に存在するなか，自分自�身で�

購入するか�し�ないかの決断を迫られる�場面が今後ますます�

増加するで�し�ょう。生活に必要なもの�とは何か，それらは�

どこから来て，どのよう�に手元に届き，どのくらいの�量を�

どのくらいの期間でどう�使うのか，これらは生活その�もの�

をどう�し�たいのかにかかわっています�。�し�か�し�，中学生は�

そのことを自覚�し�ているで�し�ょうか。消費生活におい�ては�

新教科書の各内容の特徴�

ンラインゲームの�ト�ラブルについて取り上げ，�生徒が�「自�

分ならどうするのか�」考える場面を設定�し�，学習課題を明�

確に�し�ま�し�た。�

　また，中学生にとって身�近な例をロールプ�レ�イで演�じ�る�

ことから，悪質業者の立場�になったり，消費者の心理�状態�

をイメージ�し�たりすることで，消費者�ト�ラブルの防止と対�

策の必要性を理解�し�ます。�

　�「消費者の権利と�責任」�では，具体例に�ついて自分なりに�

受身になりがちで�

あります。こう�し�

た現状をふまえて，�

中学生が消費生活�

において自立する�

ために必要な学び�

とは何かに力点を�

置いた構成となっ�

ています。�

持続可能�な�社会�に�か�か�わ�る�消費者�を�め�ざ�す� 赤塚 朋子　�（宇都宮大学教授）�　　�西薗 大実　�（群馬大学教授）�　�鈴木 真由子　�（大阪教育大学准教授�）�

　�家�庭�分�野�の�新�指�導�要�領�で�は�「�Ｄ�　�身�近�な�消�費�生�活�と�環�境�」�

と�し�て�，�「�環�境�」�の�語�が�表�題�に�格�上�げ�さ�れ�ま�し�た�。�こ�の�よ�う�

に�重�要�性�が�増�し�て�い�る�課�題�を�，�限�ら�れ�た�授�業�時�間�の�中�で�コ�ン�

パ�ク�ト�に�，�か�つ�イ�ン�パ�ク�ト�の�あ�る�授�業�展�開�が�で�き�る�か�。�こ�の�

点�を�配�慮�し�て�，�環�境�の�内�容�構�成�を�考�え�ま�し�た�。�

　�新�指導要領の方針を示�し�た中教審の答申�（�2008年�）�で�は�，�

環�境�教�育�が�『�社�会�の�変�化�へ�の�対�応�の�観�点�か�ら�教�科�等�を�横�断�し�

て�改�善�す�べ�き�事�項�』�の�ひ�と�つ�と�し�て�明�記�さ�れ�ま�し�た�。�そ�の�内�

容�は�，�地�球�温�暖�化�，�オ�ゾ�ン�層�破�壊�な�ど�の�地�球�環�境�問�題�，�ご�み�

の�増�加�，�水�質�汚�濁�な�ど�の�都�市�・�生�活�型�公�害�問�題�の�解�決�に�向�け�

て�，�一�人�一�人�が�環�境�保�全�に�主�体�的�に�取�り�組�み�，�持�続�可�能�な�社�

会�を�構�築�す�る�こ�と�が�強�く�求�め�ら�れ�て�い�る�と�し�て�い�ま�す�。�そ�し�

て�，�技�術�・�家�庭�科�に�お�い�て�は�，�資�源�や�環�境�に�配�慮�し�た�ラ�イ�フ�

ス�タ�イ�ル�の�確�立�，�技�術�と�社�会�・�環�境�と�の�か�か�わ�り�に�関�す�る�内�

容�の�改�善�・�充�実�を�図�る�と�し�て�い�ま�す�。�

　�こ�れ�を�受�け�て�，�地�球�温�暖�化�，�水�質�汚�濁�，�ご�み�問�題�と�い�う�３�

つ�の�重�要�な�環�境�問�題�に�つ�い�て�，�本�章�で�は�「�エ�ネ�ル�ギ�ー�消�費�と�

身近な消費生活�と環境�

　独立�し�て示�し�た理由は以下にあります�。�

①時間数が不足�し�ている現状では，この�内容を通常の授業�

の中に組み込むことは難�し�く，複数の「内容」の終了�後，�

比較的長期の休業を利用�し�て実施されることがある。�

②「生活の課題と実践」に�取り組むための各「内容」に�共�

通�し�た基礎的な「事項」は，一�箇所に記�し�た方が生徒に�

とってわかりやすい。�

　その上で，各�「�内容」�から分離�し�た短所を補うために�「事�

項」と結びついている課題�例を可能な限り数多く列記す�る�

ように�し�ています。�

　�

　以下の柱に，さらに詳細�な例を示�し�て�（ここでは省略）�誰�

もが課題学習を進めること�ができるように�し�ま�し�た。�

られるように�し�ま�し�た。環境に配慮�し�た生活を実行するポ�

イン�ト�は，�生活場面でのインプッ�ト�とアウ�ト�プッ�ト�（投入資�

源�と�排�出�物�）�を�き�ち�ん�と�認�識�し�て�コ�ン�ト�ロ�ー�ル�す�る�こ�と�で�

す。ここでは，省エネと�温室効果ガス，水資源と生活�排水，�

資源�と�ごみ�・�３�Rと�いっ�た，そ�れ�ぞれ�の�問�題に�関�す�る内�容�

を，わかりやすく整理�し�ています。�

　続く総合的な項目「持�続可能な社会へ向けて」では�，�循�

環型社会の考え方�を示�し�ま�し�た。これは，いろいろな�環境�

問題の要素を複合的に含�み，また活動の場と�し�ては家庭か�

ら地域への広がりを意識�し�た，まとめ的な内容です。�

　今回の改訂は，今世紀�最大の環境問題である地球温�暖化�

に対応�し�た生活のあり方を取り�上げた点が，大きなポイン�

ト�です。�これら環境問題についての�詳�し�い情報を，�発展�「広�

がる環境問題」のページ�と�し�て付�し�てあります。�

か，ものの値段がなぜ違�うのか，販売方法の利点や問�題点�

を考える頁を設定�し�，消費生活を自分との関�係だけでなく�

社会との関係も考えられ�るように構成�し�ています。�

　生活情報に関連�し�て，�暮ら�し�の中のマーク�を見開きで利�

用�し�やすく�し�ています。�

　そのほか，衣食住など�他の領域との関連学習が行え�るよ�

うに「リンク」を示�し�ています。�

　�

　�「�よ�り�よ�い�消�費�生�活�の�た�め�に」で�は，低�年�齢�化し�て�い�る�

消費者�ト�ラブルに注目�し�，その防止と解決方法につい�て理�

解することを目指�し�ています。�

　特に近年は，インター�ネッ�ト�や携帯電話など，オンライ�

ンサー�ビ�スに関する相談が増えていま�す。そこで，無料オ�

　自立�し�た地球市民�

と�し�て育っていく中�

学生と，その支援を�

する先生方に，本章�

が一助となれること�

を願っています。�

CO 2 排�出�を�減�ら�す�」�，�「�水�を�節�

約�し�，�排�水�の�汚�れ�を�減�ら�す�」�，�

「�環境への影響を考�えた消費�

生�活�」�を�設�け�，�中�学�生�が�自�ら�の�

生活で�，�あるい�は家族の一�員�

と�し�て実行できる内容が考え�

　小学校家庭科での学習�との連続性・系統性を意識�し�た導�

入「生活するために必要�なもの」のふり返りや「お金�や物�

資・サー�ビ�スが循環することで成り立�つ」消費生活の�し�く�

みをわかりやすく図示す�るなど，�身近な消費生活をイ�メー�

ジできる�ように配慮�し�ま�し�た。�

　また，商品を購入する�プロセ�

スを丁寧に記述すること�によっ�

て，生徒たちが実際に�消費行動�

の擬似体験�を�し�ながら，基礎的�

な知識が得られるよう工�夫�し�ま�

し�た。本当に必要なものとは何�

考えたり，話�し�合ったりする�

ことで単なる抽象論になら�な�

いよう配慮�し�ています。�

　消費者の権利と責任が身�近�

な消費生活にかかわってい�る�

ことを理解するため，見開�き�

2ペ�ー�ジ�で�具�体�例�を�取�り�上�げ�

ま�し�た。中学�生が�オリ�ジ�ナル�デザ�イン�Tシ�ャツ�を注�文す�る，�

という事例です。洗濯によ�るロゴマークの色落ちとい�う�ト�

ラブルに遭った中学生が，�消費生活センターへ相談に�行き，�

相談員のア�ド�バイスを受けて，企業と交�渉するために手紙�

を書く，という設定です。�それぞれの場面や手紙の中�で，�

どのような消費者の権利と�責任がかかわっているのか�，学�

習成果を確認�し�ながら具体的に考えられ�るよう配慮�し�ま�し�

た�（本紙p.3参照）�。�

　�「�消�費�者�を�支�え�る�し�く�み」で�は，消�費�生�活�を�支�え�る�機�関，�

法律，制度やルールの必要�性について理解�し�ます。それら�

の，消費者が�ト�ラブルを解決することを�助ける�し�くみを学�

ぶことが，消費者の自立を�支えます。�

　内容Ｄでは，ＡＢＣとの�関連性，技術分野とのリン�クも�

重要になってきます。掲載�し�た課題やデータは，�中学生が�

消費生活を具体的で�実践的にイメージす�る�ためのヒン�ト�に�

なります。�

生活の課題と実践�

自主性�を�引�き�出�す�実践�を�

鶴田 敦子　�（聖心女子大学教授）�

1．生活を見つめる�

　課題21例�（Ａ内容９例，Ｂ内容７�例，Ｃ内容５例）�の進め�

方を順を追って具体的に例�示�し�，生徒がどの方法を選ん�で�

も取り組めるように�し�ま�し�た。�

2．課題を決める�

3．探求の方法を考え�
　　�計画を立てる�

4．実践する�

5．まとめる・発表する�

6．振り返る・生活に生�かす�

●消費生活における自立とは�

●Ａ～Ｃから独立�し�て記�し�た�「生活の課題と実践」�

●わかりやすく詳細な課題学習�の進め方の基本�

●21課題の例と進め方�

●�消費生活を�ト�ラブル事例から具体的・実践的に�学ぶ�

………………………………�

●地球市民と�し�て環境とかかわるために�

（教科書p.214・215）�

課題例3
地域の活動に参加して,�
地域の高齢者などとふれ合い,�
自分にできることを考える�

課題例6 布を使って幼児の生活に役立つものを制作し,�
幼児への理解を深める�

課題例6 地産地消について調べてみる�

課題例7
課題例１�家にあるふろしきや残り布などでリフォーム,�エコバッグやはし入れ袋,なべつかみ,スリッパなどの製作�

課題例4 自分にできる安全・安心な暮らしの工夫�
①リフォームで防災グッズの製作�

お節料理づくりに�
挑戦する�

せち�
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● 新教科書の特徴としくみ ～課題をもって，生活の自立 をはかり，人やものと共生していくために～�

◆新教科書は，１４～１５頁の学習のしかた（「人やものとかかわ
りながら学ぼう」）で総括的に示しているように，生活の自立を
めざし，調べたり，考えたり，話し合ったりしながら主体的に学
ぶこと，生活を見つめ，学習したことを生活の場に生かすことへ
の工夫をしています。�

①題材の扉�
学習内容がイメージで

きる写真や資料を掲載。

学習の流れを明記して

ガイダンスや学習の動

機づけができるように

します。�

②本文�
生徒自身の身近な生活

の事例などをもとに，

課題意識をもって学習

できるようにしてあり

ます。�

③学習のまとめ�
各大題材の末に設定し，

学習の整理や評価を意

識しています。また，学習

を生活に生かす手がかり

として「生活に生かそう」

を設定しています。�

④生活の課題と実
践�
学習内容を生かした実

践による学習です。�

さまざまな課題を挙げ，

生徒の課題設定に役立

ちます。�

（例：教科書p.78・79）�

学習課題�
（具体的な学習項目）�

導入課題�
（身の回りのことを�

もとにした課題を設定）�

学習の目標�
（学習項目のねらいを明示）�

課題を解決するため
の学習内容や資料�
（基礎的・基本的事項）�

学習の参考�
（学習項目への興味を引き出し，

その理解に役立つ参考を設定）�

数値や説明だけで

はわかりにくい事

象を目で見てわか

る資料にしています。�

見通しと課題意識を�

もって主体的に�

学ぶことができます。�

資料を生かした実

践的な課題を設定。

知識，技術の定着を

図ります。�

学習の整理のため，

学習の目標に呼応

した「ふり返り」を

設けています。�

学習のまとめは，自分の考えを言葉でまとめる力（言語活動・

コミュニケーション能力）を育て，クラスメイトとの交流を

図ります。�

交流によって得られるさまざまな課題への視点は，自己の

生活課題の抽出に役立ち，生活の課題と実践への自主的な

取り組みを導きます。�

（例：教科書p.82・87）�


